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付
替
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工
事
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昨
年
秋
に
着
工
し
た
付
替
国
道

の
工
事
用
道
路
は
、
冬
の
厳
し
い
期

間
に
工
事
が
最
盛
期
と
な
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
事
故
も
無
く
、
順

調
に
進
ん
で
い
ま
す
。 

現
在
は
、
篠
倉
川
を
横
断
す
る
仮

橋
の
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

津
付

つ

づ

き

ダ
ム
だ
よ
り 

 

 

 

仮
橋
は
、
川
の
中
で
の
工
事
を
不

要
と
す
る
構
造
に
す
る
な
ど
、
川
の

濁
り
や
土
砂
の
流
出
を
発
生
さ
せ

な
い
よ
う
に
、
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。 

今
後
も
、
専
門
家
の
助
言
や
指
導

を
頂
き
な
が
ら
、
周
辺
環
境
に
配
慮

し
て
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

遺
跡
発
掘
調
査
の
続
報 

縄
文
時
代
は
、
約
一
万
二
千
年
前

か
ら
、
水
田
稲
作
の
始
ま
る
ま
で

（
約
二
千
三
百
年
前
）
の
時
期
で
、

草
創
期
、
早
期
、
前
期
、
中
期
、
後

期
、
晩
期
に
分
け
ら
れ
ま
す
。 

昨
年
の
発
掘
調
査
の
際
に
出
土

し
た
土
器
は
、
そ
の
後
の
調
査
で
、

縄
文
中
期
後
半
か
ら
晩
期
に
か
け

て
（
約
四
千
五
百
～
二
千
三
百
年

前
）
の
も
の
と
判
明
し
ま
し
た
。  
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質
問
コ
ー
ナ
ー 

 

（
津
付
ダ
ム
や
、
気
仙
川
の
治
水
対
策
な
ど
、
皆

さ
ま
か
ら
の
『
よ
く
あ
る
質
問
』
を
紹
介
し
ま
す
。
） 

（
質
問
） 

洪
水
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

に
市
町
村
長
か
ら
出
さ
れ
る
『
避
難
勧

告
』
は
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
発
令
さ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

（
回
答
） 

避
難
勧
告
は
、
そ
の
と
き
の

気
象
状
況
な
ど
に
応
じ
た
判
断
が
必

要
な
た
め
、
明
確
な
数
値
基
準
が
無
い

こ
と
が
一
般
的
で
す
。 

こ
の
た
め
、
本
紙
第
４
号
で
紹
介
し

た
と
お
り
、
気
仙
川
で
は
、『
昭
和
橋
』

と
『
島
部
』
の
水
位
観
測
所
に
、
避
難

勧
告
を
出
す
目
安
と
な
る
『
河
川
の
水

位
』
を
定
め
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
水
位
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
が
余

裕
を
も
っ
て
避
難
で
き
る
よ
う
に
、
避

難
準
備
や
移
動
時
間
を
考
慮
し
、
過
去

の
洪
水
で
の
河
川
水
位
上
昇
状
況
な

ど
を
も
と
に
定
め
て
い
る
も
の
で
す
。 

洪
水
時
に
は
、
こ
の
水
位
を
目
安
と

し
て
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
ま
す
が
、
降

雨
の
状
況
や
被
害
の
発
生
状
況
な
ど

に
応
じ
て
、
こ
れ
よ
り
早
い
段
階
で
勧

告
が
出
さ
れ
る
場
合
な
ど
も
あ
り
ま

す
の
で
、
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。 

（
工
事
用
道
路
の
様
子
） 

（
仮
橋
の
工
事
の
様
子
） 

（
出
土
し
た
縄
文
土
器
） 

「津付ダムだより」の過去号を公開中→ http://www.pref.iwate.jp/list.rbz?nd=1440&ik=3&pnp=77&pnp=1396&pnp=1440 



 

前回は、気仙川の洪水と対策について紹介しました。 

今回は、水防（すいぼう）について紹介します。 

 

 

 ダイヤル『１１９』は、火事の発生や、救急車をよぶときの『消防署』への緊急用電話番号です。

誰でも『消防』は知っていますが、『水防』はどうでしょうか？ 

 わかりやすく言うと、火災被害を防ぐのが『消防』であり、洪水や高潮被害を防ぐのが『水防』 

です。 

河川の堤防に『土のう』を積んで水があふれるのを防いだり、堤防に『シート』を張って堤防が

壊れるのを防いだりする活動などを、『水防活動』と呼んでいます。 

 

  

 水防活動は、県や市町村、市町村が管理する水防団が連携して行います。水防活動の実作業は、

水防団が大きな役割を果たしていますが、本県では、すべての市町村で、消防署と消防団が水防団

を兼ねており、陸前高田市と住田町でも、消防署と消防団が主な水防活動を行っています。 

 消防団は、地域の皆さんが参加して活動していますので、水防活動も、地域の皆さんの力で行っ

ていると言うことができます。 

市町別の消防団（水防団）員数（H19 年度岩手県水防計画書より） 

市 町 名 消防団数 分 団 数 団 員 数 

陸前高田市 １ ８    ７９１人 

住 田 町 １ ６    ４１０人 

（合 計） ２ １４  １，２０１人 

 

 

 

 水防活動は、県や市町村が定めた『水防計画』に基づいて行われます。 

 この『水防計画』では、あらかじめ『重要水防箇所』を決定し、堤防の状態や橋などの工作物の

状況から、その重要度をＡ、Ｂ、要注意の３ランクに分類して、巡視や警戒にあたっています。 

気仙川流域の重要水防箇所（H19 年度岩手県水防計画書より） 

ランク別 区 別 気仙川 川原川 矢作川 中沢川 坂本川 合 計 

重要度 Ａ 堤  防  4,550ｍ 1,600ｍ 2,630ｍ 950ｍ 300ｍ 10,030ｍ

重要度 Ｂ 堤  防  6,260ｍ － 1,480ｍ 300ｍ 500ｍ  8,540ｍ

合 計  10,810ｍ 1,600ｍ 4,110ｍ 1,250ｍ 800ｍ 18,570ｍ

 ※工作物での重要水防箇所および要注意箇所はありません。 

 

 

 

 重要水防箇所を解消するには、河川改修などを行っていく必要がありますが、気仙川流域の重要

水防箇所は、支川を含めて、実に１８ｋｍ以上もあり、河川改修も長い時間が必要となります。 

 『河川改修と水防活動は、車の両輪』と言われるように、洪水被害を軽減するためには、河川改

修を行うことはもちろんですが、水防活動を的確に行うことも非常に重要です。 

 近年、全国的に水防団員（消防団員）が減少している傾向が続いています。水防活動の重要性に 

ついて、皆さまのご理解が深まり、的確な水防活動を継続していくことが求められています。 

気仙川の防災対策マメ知識（第４回） 

気仙川流域の重要水防箇所 

水防って何？ 

水防活動は、誰が行う？ 

車の両輪！ 


